
介
護
保
険
は
み
ん
な
で
支
え
る

制
度
で
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
・
市
・
第
一
号
、
第
二
号
被
保

険
者
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。〔
左
図
参
照
〕

今
回
の
軽
減
は
第
一
号
被
保
険

者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
に
要
す
る
財
源
は

第
一
号
被
保
険
者
全
体
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
保
険
料
の
基
準
額
は
平

成
十
四
年
度
ま
で
同
額
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
間
に
つ
い
て
は
暫
定

的
な
措
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、
保

険
料
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
対
応

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
十
五
年
度
以
降
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
軽

減
措
置
を
想
定
し
た
う
え
で
、
必

要
な
介
護
保
険
料
額
を
算
出
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
軽
減
の
対
象
者
数
は
、

第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以

上
の
人
）
約
二
万
六
千
五
百
人
の

一
％
程
度
、
約
二

百
五
十
人
と
推
定

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
軽
減
措

置
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
第
一
号
被

保
険
者
の
人
が
、

一
人
当
た
り
ど
の

く
ら
い
の
負
担
に

な
る
の
か
を
試
算

し
て
み
ま
す
。

平
成
十
四
年
度

の
軽
減
総
額
は
約

二
百
三
十
万
円
と

推
定
さ
れ
、
こ
れ

を
第
一
号
被
保
険

者
約
二
万
六
千
五
百
人
で
割
り
戻

す
と
、
一
年
間
に
一
人
当
た
り
約

八
十
九
円
の
負
担
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

今
回
の
軽
減
案
は
、
実
際
に
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い

う
実
態
を
踏
ま
え
、
介
護
保
険
制

度
の
趣
旨
は
も
と
よ
り
、
保
険
財

政
の
影
響
や
一
号
被
保
険
者
の
負

担
に
も
考
慮
し
検
討
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
軽
減
案
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
説
明
会
の
開
催

下
表
の
日
程

で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
資
料
配
付
場
所

▽
市
役
所
１

階
総
合
案
内
所
▽
高
齢
社
会
課

▽
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
鳥

取
駅
構
内
）
※
鳥
取
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
ア
ド
レ
ス
は
表
紙
下
段
を
参
照
）

■
意
見
・
提
言
提
出
先

▽
郵
送

／
高
齢
社
会
課
▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
／

21
―

８
４
２
０
▽
電
子
メ
ー
ル
／

public-c@
city.tottori.tottori.

jp■
提
出
期
限
　
８
月
21
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
社
会
課

（
q
20
―

３
１
７
４
）

市民政策コメント

説明会の日程

財源の負担割合

とっとり市報　④

介
護
保
険
料

軽
減
の
財
源

一
人
当
り
の

負
担
額
の
試
算

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

と

　

き

8
月
5
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

8
月
7
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

8
月
7
日
（
火
）
午
後
1
時
30
分
〜

8
月
8
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

8
月
8
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
〜

※
当
日
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
同
席
し
ま
す
。

日
ご
ろ
介
護
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ
い
て
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

と

こ

ろ

さ
ざ
ん
か
会
館

面
影
地
区
公
民
館

湖
山
西
地
区
公
民
館

古

海

隣

保

館

県
民
文
化
会
館


